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11
月
２
日
㈬
、
萩
本
陣
に
お
い

て
平
成
23
年
度
萩
商
工
会
議
所
青
年

部
臨
時
総
会
及
び
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

山
田
会
長
挨
拶
の
後
、
兼
田
議
長

の
進
行
に
よ
り
新
理
事
役
員
選
挙
が

行
わ
れ
、
厳
正
か
つ
公
正
な
る
選
挙

の
結
果
、
18
名
の
理
事
及
び
２
名
の

監
査
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
回
は
４

名
の
初
理
事
が
誕
生
す
る
な
ど
次
年

度
の
萩
Ｙ
Ｅ
Ｇ
へ
新
た
な
活
力
を
生

み
だ
す
事
が
期
待
で
き
る
顔
ぶ
れ
が

揃
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
理
事
互

選
の
も
と
、
次
年
度
会
長
に
中
村
一

正
君
が
選
出
さ
れ
臨
時
総
会
は
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

山
田
会
長
の
気
持
ち
の
込
も
っ
た
挨

拶
の
後
、
御
来
賓
の
刀
禰
会
頭
と
野

村
萩
市
長
よ
り
、
萩
市
の
現
状
や
青

年
部
活
動
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
次

年
度
青
年
部
活
動
に
期
待
を
込
め
ら

れ
た
ご
祝
辞
を
頂
き
、
会
員
一
同
こ

れ
か
ら
も
気
を
引
き
締
め
て
い
か
な

け
れ
ば
と
決
意
を
新
た
に
致
し
ま
し

た
。そ

の
後
村
木
女
性
会
会
長
の
乾
杯

に
よ
り
懇
親
会
が
開
宴
さ
れ
ま
し

た
。祝

宴
中
は
新
入
会
員
の
藤
原
由
佳

さ
ん
、
田
村
直
君
の
期
待
溢
れ
る
挨

拶
が
あ
り
、
続
い
て
山
田
会
長
よ
り

次
年
度
中
村
会
長
が
発
表
さ
れ
、
中

村
君
に
よ
る
次
年
度
に
向
け
て
の
熱

い
決
意
表
明
が
あ
り
、
同
時
に
次
年

度
新
理
事
の
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。

宴
も
中
盤
に
な
り
、
総
務
委
員
に

よ
る
委
員
会
対
抗
の
余
興
が
行
わ
れ

ご
来
賓
の
方
々
に
も
ご
参
加
頂
き
、

萩
を
題
材
に
し
た
ク
イ
ズ
な
ど
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
一
時
を

過
ご
す
事
が
で
き
た
と
同
時
に
、
よ

り
一
層
会
員
間
の
絆
が
深
ま
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
山
下
Ｏ
Ｂ
会
会
長

に
よ
る
万
歳
三
唱
で
懇
親
会
は
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

村
木
　
大
祐
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10
月
15
日
㈯
に
、
Ｏ
Ｂ
会
と
の
親

睦
会
が
萩
ユ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

16
名
の
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方
が
参
加
さ

れ
た
中
、
７
時
30
分
よ
り
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
ス
タ
ー
ト
!!
さ
す
が
は
青
年

部
Ｏ
Ｂ
!!
ス
コ
ア
１
５
０
Ｕ
Ｐ
は
当

た
り
前
!!
２
０
０
Ｕ
Ｐ
も
飛
び
出
す

程
盛
大
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
２
ゲ
ー
ム
を
戦
い
終
え
、

い
よ
い
よ
懇
親
会
ス
タ
ー
ト
!!
会
場

は
同
じ
く
ユ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
に
あ
る
カ

ラ
オ
ケ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
「
ボ
エ
ボ
エ
」
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方
と

楽
し
い
お
酒
を
交
わ
し
な
が
ら
、

様
々
な
情
報
交
換
を
さ
せ
て
頂
き
、

青
年
部
一
同
大
変
為
に
な
る
親
睦
会

と
な
り
ま
し
た
。

林
　
功
剛

11
月
12
日
㈯
に
行
わ
れ
た
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
第
２
弾
『
は

ぎ
温
泉
・
足
湯
』
や
青
年
部
会
員

が
行
う
『
餅
つ
き
』
は
い
か
が
で

し
た
か
？
夏
ま
つ
り
の
『
踊
り
車
』

を
思
い
浮
か
べ
る
法
被
姿
で
今
回

は
秋
ま
つ
り
を
演
出
し
て
み
ま
し

た
。
10
月
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
『
住

ノ
江
保
育
園
元
気
太
鼓
』『
三
丁
櫓
』

『
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
観
光
パ
フ
ォ
ー
マ

ー
』『
表
千
家
千
萩
会
青
年
部
』

『
裏
千
家
淡
交
会
萩
支
部
維
新
青
年

部
』
そ
の
他
各
関
係
者
の
皆
様
、

多
く
の
方
の
ご
理
解
ご
協
力
の
お

陰
で
今
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
も
無
事

終
了
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

足
湯
に
つ
い
て
は
、
10
月
23
日
㈰

に
開
催
さ
れ
た
萩
Ｊ
Ｃ
主
催
の

『
萩
カ
ル
チ
ャ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
２

０
１
１
～
み
ん
な
で
つ
く
る
夢
広

場
～
』
に
も
出
展
を
し
て
参
り
ま

し
た
。
私
達
と
同
年
代
の
メ
ン
バ

ー
で
構
成
さ
れ
る
Ｊ
Ｃ
の
皆
さ
ん

の
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
感
動

し
、
同
じ
萩
を
愛
し
、
地
域
を
良

く
し
て
い
こ
う
と
い
う
団
体
同
士
、

交
流
・
協
力
を
通
じ
て
『
絆
』
を

深
め
る
事
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
。萩

商
工
会
議
所
青
年
部
と
し
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
ナ
イ
ト
観
光

活
性
化
・
地
域
活
性
化
を
目
的
と

し
て
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
の
で
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。

街
づ
く
り
委
員
長
　
田
中
　
義
一

人
と
人
と
の
繋
が
り
、
人
に
対
す

る
思
い
、
恋
人
、
夫
婦
、
片
想
い
、

昔
の
恋
、
青
年
部
、
自
分
の
気
持
ち

を
振
り
返
り
、
相
手
に
想
い
を
伝
え

る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

始球式によりゲームスタート

Ｏ
Ｂ
会
と
の
親
睦
会

10
月
26
日
㈬
、
㈳
萩
青
年
会
議
所

主
管
に
よ
る
交
流
会
が
千
春
楽
味
楽

亭
で
開
催
さ
れ
、
名
刺
交
換
や
意
見

交
換
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。余

興
で
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
使
用

し
た
チ
ャ
ン
バ
ラ
大
会
が
行
わ
れ
、

結
果
は
剣
道
三
段
の
意
外
な
？
経
歴

を
持
つ
井
関
君
の
活
躍
に
よ
り
青
年

部
総
務
委
員
会
が
優
勝
し
ま
し
た
。

萩
に
い
る
両
団
体
が
お
互
い
に
協

力
す
れ
ば
、
よ
り
良
い
地
域
に
な
る

と
確
信
で
き
る
良
い
事
業
で
し
た
。

内
田
　
謙
一
郎優勝おめでとう！！

Ｊ
Ｃ
と
の
交
流
会

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
＆
夢
広
場
足
湯

家
族
編

恋
人
編

沢山の方にはぎ温泉の良
さを味わって頂きました。

ライトアップとマッチした幻
想的な琴の音色

萩から元気を日本全国への願
いを込めて




